
２ 個別事業評価調書

事業期間

総事業費 26,859 本年度事業費 26,859 交付金交付額 9,058

1 府と市町村等との連携に資する成果

2 住民の自治意識を高める成果

3 リーディング・モデル成果

4 広域的波及成果

5 行財政改革に資する成果

6 その他の成果

（記載要領)

事 業 名

事業の概要

事

業

評

価

団体名：与謝野町

文教施設整備事業

文教施設の充実は、児童・生徒の健全な心身の育成には不可欠なものであり、安心・安全に教育活動に専
念できる環境を整えるべく本事業を実施する。

＜小学校施設整備事業＞山田小グラウンド排水改修、市場小エアコン設置、与謝・岩屋・市場・山田小遊具
整備、石川小校舎屋根防水改修、三河内小給食室配膳台改修、市場小給食室搬入口改修、市場小音楽
室照明改修、岩滝小汚水管改修

＜小学校プール改修事業＞プール濾過ポンプ他改修工事他 加悦・岩滝・岩屋小
＜幼稚園施設整備事業＞岩滝・三河内遊具整備、岩滝屋根防水改修、岩滝ホール内改修他
＜給食センター施設整備事業＞天井裏改修、備品購入（包丁・まな板保管機、移動シンク、高性能保温食

缶）、エアーコンプレッサー更新、下水道接続他工事実施設計委託

平成20年度

事業の有効性

事業の必要性

事業の効率性

１ 事業ごとに本様式を作成すること。
２ 「具体的な成果」欄については、できる限り客観的な数値を掲げて具体的に記載すること。

施設整備に関わる不具合で児童生徒の活動が制限されることなく、思う存分活動でき、子どもたちの創造
性を十分に育て発揮できる環境を整える。

年少期に充実した施設で各々の個性を伸ばせる様な教育を受けることで、明日を担う人材の育成に資する
とともに、愛郷心を育む源となる。

具体的な成果

少子化に伴い児童生徒数は年々減少する一方で、学校教育に求められる役割はますます大きくなってきて
いる。このような中、学校間で格差が生じている施設の整備を早急に解決し、充実した教育環境を確保するこ
とが必要となっている。

文教施設の充実は、児童生徒の健全な心身の育成には不可欠なものであり、安心・安全に教育活動に専
念できる環境を整えるべく本事業を実施する。

本事業により、児童生徒が日常生活をおくるうえでの生活環境を安全･快適に維持することができる。

老朽化した施設の整備や、既存の施設に新たな設備を追加することで、施設の長寿命化を図り後年度の財
政負担の軽減に資する。


